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川越の歴史探訪もこんな廻り方で 
 今年は、川越城築城 550年を謳って川越の歴史を振り返るイベン

トが開かれていますが、もう少し古い川越の姿を探訪しようと試み

てみました。東京の多摩地区のまちづくりや環境問題で研究し、提

言などをしている市民グループ

「Do Tankたまじん」から、川越を

探訪したいと申し入れがあり、か

わごえ環境ネットに照会がありま

した。TVなどで紹介されている観

光コースにない川越の魅力をと考

え、広報担当の武田が企画、さる

10月 13日に 12 人の参加で次のコ

ースを巡りました。 

 本川越駅から鏡山酒造跡地横を通り、明治蔵脇のケヤキの古木を

説明、松江町の出世稲荷の 650年の大銀杏、あわせて横の「龍神」

の山車を見せてもらいました。東京街道の鉤型の道の曲がりを説明、

近くの山口さん宅の大ケヤキを拝

見、近所への落葉対策で上をばっ

さりと切り落とされながらも樹勢

衰えぬ姿に感動しました。次いで

中院、東照宮、喜多院と回り、日

枝神社が赤坂の日枝神社の元社で

あることも説明しました。次いで

小仙波貝塚、三変稲荷、龍池弁財

天と川越の誇る歴史的遺跡を巡り、

その後、仙波氏館跡の長徳寺から仙波氷川神社、仙波河岸史跡公園、

愛宕神社、浅間神社の古墳跡、鵜頭坂と川越の発展の歴史をたどっ

た半日でした。 

 かわごえ環境ネット理事・広報委員長 武田侃蔵 

樹齢 400 年の中院の金木犀前で 

鵜頭坂の石段に並んで 
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賑わいの「アースデイ・イン・川越・2007」 

 
かわごえ環境ネット横断幕で 
環境ゾーンをアピール 

 
大雨にもかかわらず大勢でにぎわった 

環境ゾーン 

 
社会環境部会の出展準備の様子 

 

 
雨天のため国際ゾーン・事業所ゾーン

での実演した川越緑のサポーター

 
自然環境部会はかすみ湧水堀の 

魚を展示

 
ステージでは尺八の演奏、その手前で

「川越アジェンダ 21」のアンケート 

 雨模様の 9月 30日、本川越駅近くの鏡山酒造

跡地で「アースデイ・イン・川越 2007」が開か

れました。環境関係の展示から国際交流のパフ

ォーマンスまで、多彩な企画がそろいました。

あいにくの天気で来館者の出足が心配されまし

たが、本部の YMCA の集計では、イベント関

係者らを含め、約 1,000 人の人々で賑わいまし

た。 

 会場横の塀には「アチチ！地球が熱をだして

いるよ。僕と私が地球を救う！」と大きく書か

れたメッセージが張り出されました。入口左側

ではワイズメンズクラブの焼き芋コーナーが良

い香りをただよわせ、右側には武州ガス(株)の

天然ガスによるエコロジー車が据えられて、環

境への関心を高めていました。また、「アジェン

ダ 21」のアンケート調査も実施されました。 

 大正蔵は環境ゾーンとして川越市環境政策課

のワットチェックの実体験、かわごえ環境ネッ

トの自然部会の水槽での魚類展示、社会部会の

環境家計簿や生ごみ資源化 PR、EMクリーンク

ラブら会員らの展示と、川越市環境推進員協議

会による「マイバッグ使用拡大キャンペーン」

が開かれました。また、東洋大学からは熱画像

処理の最新鋭機器が用意され、体温によって画

像の色が変わる体験など、先端の科学に触れる

貴重な機会となりました。親子連れのクイズラ

リーで、楽しみながら環境への興味と知識が深

められ、飲み物のデポジット回収やエコマネー

の「アース」の交換なども来場者の関心を引き

ました。 

 隣の国際ゾーン・事業所ゾーンでは、川越環

境保全連絡協議会や日本ユニセフ協会埼玉支部

などの展示に交じって、屋外組の川越緑のサポ

ーターや昭和工業(株)などが雨のために移動し

て加わり、賑やかな会場となりました。 

 会場の真ん中の特設舞台では、リオ・アンデ

ィーノの 10人によるフォルクローレ、東京国際

音楽療法専門学院生による音楽演奏、粋な和服

姿で歌う小江戸川越端唄の会の皆さんの端唄、

尺八の伴奏で荒城の月などが歌われるなど多彩

なパフォーマンスが続きました。 

 今年から開放された昭和蔵ではフリーマーケ

ットが開かれ、リサイクルの輪が広がり、有意

義な地球環境を考える一日でした。 

（文：武田侃蔵、写真：小瀬博之） 
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団体会員訪問 地域環境活動を聴く（4） 「昭和工業株式会社」 

 「アースデイ・イン・川越 2007」が鏡山酒造

跡地で 9月 30日に開催され、昭和工業株式会社

も参加出展しました。屋上緑化に使われるメキ

シコセダムの緑が目立つブースに視線が止まり、

来場者の説明している女性の声に耳を傾けると、

「少ない土で、水やりが少なくても良く育ちま

す」「中国3,500メートルの山地の泥炭土を輸入、

屋上緑化の土にしたのがこの袋に入った土です。

保水も良く水切れが少ない」と熱心に柔らかい

声で説明をしていました。 

 この方が井上美保さんで環境住設グループの

社員。筆者も屋上緑化と壁面緑化についていく

つかの質問を行い、取材に伺うことをお伝えし

ました。訪問早々、井上さんに屋上緑化の実験

を行っている棟の屋上に案内され芝生とサツマ

イモ畑を見せてもらいました。今年の夏は、ム

シに沢山食われて葉も穴だらけ。だけれども蔓

は勢いよく伸び葉が沢山付いて、屋上緑化の木

陰づくりには大きく役に立っていました。高さ

10cmと 20cmの煉瓦で囲った屋上畑、温度計を

土に入れて変化測定もしており、様々な気候と

の関連を調べていました。この屋上に石井社長

が忙しい中立ち寄られ、いくつかのインタビュ

ーにお答えいただきました。 

 「会社は、先代が 1967（昭和 42）年に創業し

て今年で 41年目になる。設立時は、ガス配管工

事が始まりで、太陽光発電から環境に目を付け、

ジェトロのセミナーに参加。環境事業に参画し

ませんかの誘いに、川越の企業としては私一人

が手を挙げ、始めてから 7～8年になる」と話さ

れました。地球環境に社会の目が向けられ始め、

太陽熱温水機から太陽光発電、屋上緑化と事業

は広くなってきており、事業化への過程では、

いまだ未知の分野が多く、東洋大学の小瀬研究

室と連携、様々な実験とデータ取りを行ってい

るそうです。会社案内のパンフレットを見ると

地球環境企業・昭和工業と記され、環境企業へ

の姿勢が強く打ち出されています。 

 石原町二丁目の交差点にある会社の前面には、

太陽光発電の見本パネルが大きく展示され、緑

化された屋上には、緑なす樹木が見え環境推進

企業であることが一目で分かります。 

 環境住設の担当マネージャー大野さんにもイ

ンタビュー行いました。「環境住設は、住宅の新

築時に、自然エネルギーを利用して、快適生活

が送れるように設計されるのが一番と思う。太

陽熱温水器、太陽光発電、屋上と壁面の緑化、

それに雨水を生活の中に取り入れた住宅になれ

ば、未来の地球環境は崩れずに続く事になる。」 

 昭和工業の社員 87名は、チーム・マイナス 6％

運動に参加しており、環境活動が企業目的に組

み込まれています。会社案内パンフレットの中

に差し込まれた『ベース設計資料 No.129』には、

昭和工業で行われている様々な屋上緑化の研究

の写真と東洋大学の小瀬博之准教授（本会理事

長）の論文が掲載されており、屋上緑化の現状

と未来が良く理解できました。屋上緑化を定着

させるには企業・行政・地域社会等が共同にて

推進して行くことが大切と結んでありました。 

 「社屋の南に面した、道路面から高くなった犬

走りの 30cm 程のところにゴム煉瓦を積み土止

めした花壇を作り、また夏季には壁面緑化で朝

顔を植えてみました。蔓は 5m くらいまで上り

室温低下の一助になれば…」と井上さんが案内

してくれました。小さな面積でも植物を植え緑

化への実験にしていると語っていました。全て

の企業と各家庭が地球温暖化対策を実行し、排

出ガス低減を迫られる時期が目前にきています。

昭和工業株式会社は、社員の一人ひとりが環境

活動を行っている会社と感じ訪問を終えました。

（2007年 10月訪問取材，広報委員：金子晃）
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第 17回・仙波河岸史跡公園、自然観察会及び保全活動 自然環境部会 
 暑い 1日を感じさせる晴天の朝、恒例の自然

観察会及び保全活動が予定通り開催されました

ので報告いたします。 

1.日時：9月 15日（土）9:00～11:30 

2.場所仙波河岸史跡公園 

3.参加者：一般及び本会会員総勢 17名 

4.講師：谷津弘子さん（NPO武蔵丘陵森林公園

の自然を考える会代表） 

 

5．内容 

1）昆虫観察会 

 写真で観察風景を報告いたします。 

 今回観察された昆虫は次の通りです。 

アキアカネ、オンブバッタ、テントウムシ、ク

ビキリギリス、ヤマトシジミ、セセリチョウ、

ヒシバッタ、コカマキリ、ツマグロヒョウモン、

スジクロシロチョウ、コオロギ 

 

 
トンボは蚊を食べてくれます、と 
アキアカネで説明する谷津さん 

 
スジクロシロチョウ 

 

 
虫の名を同定中 

 

 
ツマグロヒョウモンチョウ 
南方系のチョウが北上 

 
コカマキリ 

 

 
オカメコオロギ 

 

 

2）河岸跡の水質調査 

 

 

 

 左の写真は水質調査風景です。調査結果は別

紙の「水質調査結果推移表」を参照ください。 

（推進責任者：市川衛、文責：大辻晃夫） 
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霞ヶ関西中学校の総合学習援助活動 自然環境部会 
 9月 26日（水）の午後、霞ヶ関西中学校からの要請による総合学習の援助活動として、学校近接

のかすみ湧水堀とビオトープ池を活用した環境学習が、2年生全クラスの 99名の参加で行われまし

た。自然環境部会からの参加者は原嶋、平田、市川、稗島、大久保、大辻の 6名でした。その詳細

は学校側に転載の承諾をいただき、「霞西中だより」の紹介も兼ねて報告いたします 

（自然環境部会代表：大辻晃夫） 

自然にやさしく、生き物にやさしく！ 

第 2学年総合的な学習の時間「環境学習」と環境委員会の「生物調査」から

 
大辻さんから説明を受ける二年生 

 26日、2年生は「総合的な学習の時間」に霞

ヶ関西中学校近くのビオトープ池を使い、環境

学習を行いました。指導者として、このビオト

ープ池・用水路造りに関わった大辻晃夫さんを

はじめとする「かわごえ環境ネット」の皆さん

にお出でいただきました。内容は環境ネットの

活動、ビオトープ、かすみ湧水堀の多自然護岸

工事について説明を受けた後、現地で実際にビ

オトープ及び生息する生物の観察を行いました。 

 このビオトープとは、ドイツ語で「生き物の

すむ場所」という意味です。最近では、色々な

種類の生き物が、自分の力で生きていく事ので

きる自然環境をそなえた場所ビオトープと呼ん

でいます。自然にある森や林、湖や池は代表的

なビオトープです。また人工的につくられた、

植物や魚、昆虫が共存する空間を呼ぶことが多

いようです。 

 
ご指導いただいた、かわごえ環境ネットの皆さん 

 霞ヶ関西中学校近くのビオトープ池・湧水堀

は「かわごえ環境ネット」が川越市に提案し造

られたものですが、自然と生物にやさしい構造

になっています。本来農業用水路などの小河川、

池等は、コンクリート、U 字溝等で作られます

が、霞ヶ関西中学校の近くのビオトープ池・湧

水堀は、自然環境を守るために、木の枝をかご

を編むように組み合わせた多自然護岸工事を行

っています。その結果、現在は周りに多くの草

がおいしげり、ビオトープ池や湧水堀には、魚

をはじめとする多くの生物が生息するようにな

りました。「かわごえ環境ネット」の皆さんのお
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話では、このビオトープ池で絶滅が危惧されて

いる希少生き物を復活させ、また「ホタルが舞

う里」にしたいとのことでした。 

 当日参加した二年生の感想は、次のようでし

た。「大辻さんに教えてもらったことは、どれも

初めて聞いたことでとても参考になりました。

ビオトープに行って見て、『自然の力はすごい

な』です。5 ヶ月前の途中経過では、周りに草

は生えていなかったけれど、僕たちが行った時

はとてもたくさんの草が生えていました。今回

はとても貴重な話が聞けてよかったです」と荒

井悠太君。「ビオトープについて、初めて知りま

した。池を人手で作るのは、大変なことだと思

いました。池に行ってみると、たくさんの魚や、

ホタルのエサになる生物も住んでいると聞き驚

きました。私たちが今見ている自然が大人にな

っても残っているように、私たちにも出来るこ

とは有ると知りました。環境について見直す良

い機会となりました。」と柴崎ありささん。 

（出展：霞西中だより第 17号）

川越まつりのまち美化活動 社会環境部会 

 
高校生らの若い力でまち美化へ 

 
クレアモールで。ごみ箱から溢れたごみ 

 
川越市のボランティア参加の受付 

 
夜の 4時間で集めたごみの山 

 10月 20日・21日に行われた今年の「川越ま

つり」は、両日とも好天に恵まれて約 115万人

の観光客が訪れました。きれいなまち川越、歴

史と文化の香り高いまち川越にポイ捨てごみの

山は似つかわしくないと、今年もかわごえ環境

ネットのまち美化グループの呼びかけで多数の

市民が参加してポイ捨てごみ拾いをしました。 

 今年は、市内の高等学校にも参加を呼びかけ
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ましたが、あいにくの中間試験の真っ最中で反

応は芳しくありませんでした。それでも市立川

越高校から 3人、県立川越高校から 4人が参加

しました。また、東洋大学の学生がボランティ

ア活動についてのアンケート調査も兼ねて 8人

が参加しました。その他、東京電力川越支社チ

ーム、EMクリーンクラブ、EM小畔の会、北公

民館の太極拳の会など、口コミで参加の輪が広

がり、2日間で延べ 110人が参加しました。 

 市の観光課でも、10 月 10 日の広報川越で夜

の 5時からの参加をよびかけたところ、両日で

128 人の参加がありました。親子連れや、スタ

ーバックスの店員さん 12 人のチームがそろい

のユニホームで参加するなど、ボランティアの

輪が広がりました。 

 かわごえ環境ネットの呼びかけによるまち美

化活動は、午前 10時、12時半、15時からの各

2 時間ずつ、啓発ゼッケンをつけていくつかの

コースに分かれてごみ拾いをしました。夜も「歩

きたばこ、ポイ捨てやめましょう」の啓発ゼッ

ケンをつけて 17時から 21時までの 4時間、本

川越の周辺の辻に立ち、大きいごみ袋を広げて

「ポイ捨てしないでここへ入れてください」と

呼びかけ、100リットルの大袋が 30分くらいで

いっぱいになりました。 

 この大袋は JTから寄贈され、さらに飲物のお

茶も提供されて助かりました。高校生ら若い人

らには後援の方々のカンパによっておにぎりが

配られました。 

 市の呼びかけに参加した人たちは、ごみバサ

ミと小さい袋を借りて人込みの中へ出ますが、

あまりの込みようで遠くへも行けず、20~30 分

で袋半分くらいのごみを拾って戻ってきます。

首に小さい参加証をぶら下げているだけで、市

の呼びかけによるボランティア活動であること

が、観光客にもはっきりしなかったようです。

観光客へのマナー啓発のためにも、安い経費で

効果の上がるような工夫が求められましょう。 

 市の呼びかけは夜だけでしたが、昼間も呼び

かければもっと参加の輪が広まったと思われま

す。申し込みの場所も 5~6箇所に増やして、札

の辻から川越駅までエリアを分けて参加をすれ

ば、きれいな川越まつりが実現するはずです。

市民と行政の「協働」の試金石になりましょう。 

（武田侃蔵）

 

川越市環境行政の動き 
新清掃センターいよいよ着工へ 
 市民の期待を集めている新清掃センターの建

設工事が始まります。2 月の臨時市議会で熱回

収施設新築工事契約が承認され、実施設計の検

討が続けられてきました。11月 17日午前 10時

より請負業者の神鋼環境ソリューションによる

工事着工に当たっての「安全祈願祭」が、地元

の関係者らを招いて執り行われ、2010（平成 22）

年3月15日の完成に向けて建設が進められます。

（武田侃蔵） 

 

地球温暖化対策条例について答申まとまる 
 川越市環境審議会（福岡義隆会長）で、市長

から諮問を受けていた「（仮称）川越市地球温暖

化対策条例の基本的な考え方について」の審議

がまとまり、10 月 31 日に市長へ答申案を提出

する運びとなりました。今後、パブリックコメ

ントで寄せられた意見とあわせて条例案をまと

め、12月市議会に提案の予定であります。 

（武田侃蔵） 
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10月の路上喫煙禁止地区の警告数 
「川越市路上喫煙の防止に関する条例」の完全

実施を迎えた 10月より「路上喫煙禁止地区」で

の罰則適用が始まり、過料（1 万円以下）が課

せられることになりました。当面は、業務委託

のパトロール員が 2 人 1 組で啓発し、平日の 6

時半から 9 時半までの 3 時間、休祝祭日の 13

時から 16時までの 3時間、啓発の巡回を行って

います。10 月 1 日から 22 日までの巡回による

警告は546人、うち女性が45人でした。しかし、

10 月 11 日に、川越駅から市役所まで、クレア

モールから中央通り、八幡通りから連雀町など

の路上喫煙禁止地区を通ってポイ捨てゴミを拾

ったまち美化グループの報告では、拾った吸い

殻は 856本でした。路上喫煙をしている人を見

かけないようでも、条例遵守への道は険しいよ

うです。（武田侃蔵） 

 
放置自転車クリーンキャンペーン実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
クリーンキャンペーンのシール 

 
 10月の第 4週は、東京都を始めとした首都圏

で「放置自転車クリーンキャンペーン」が実施

されています。この運動に合わせて川越市でも

10 月 25 日（木）に川越駅東口で、川越西高校

生 10人らの協力で啓発チラシの配布や、正しい

駐輪指導などを行いました。 

 市内の 11駅での 4月から 9月末までの放置自

転車撤去の回数は 248回、3162台の自転車を撤

去しました。そのうち引取りに来たのが 46％の

1,456台で、1,000台を越す保管自転車をかかえ

ています。川越駅には 3ヶ所の有料駐輪場がす

でにあり、利用率はいずれも 80%です。民間駐

輪場も含め、利用率の向上のための検討が必要

です。（武田侃蔵） 

 

理事会・専門委員会からの報告

理事会 
 第 83回理事会は 9月 25日に開催され主な審

議事項は次のとおりです。 

・ムサシトヨミ育成委託に関する埼玉県との協

定書について審議。協定事項の詳細を協議中で、

書面が届き次第協定を結ぶ。今後の対応は、小

瀬理事長・大辻自然環境部会代表に一任。 

・緑の MY トラスト大募集の募集対応を審議。

本会会員に会報誌上で紹介、また、パンフレッ

ト同封することにした。 

・「不都合な真実」映画会の後援依頼について審

議。本会として後援を行う。パンフレットを会

報送付に同封案内する。 

・「雨水浸透対策」推進に関する質問・要望事項

を川越市に提出する内容について審議。要望書

にするからには、市民に対する意識調査を実施

する必要がある。その後に要望して行くのが手

順ではないかということで、自然環境部会で再

度内容を整理、検討することになった。 

 

（広報担当理事：金子晃） 

 

放置自転車は高齢者や障
害者の通行のさまたげに
なり、災害時の緊急活動
にも支障をきたします。 
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社会環境部会 
 第 7 回社会環境部会は、10 月 10 日午後 3 時

より市役所地下修養室で例会を行いました。屋

上緑化などを研究している東洋大学の 2名の学

生さんを加え参加者は 12名でした。 

1)来年の 2月 24日に開かれる第 6回かわごえ環

境フォーラムが、市の地球温暖化対策条例やア

ジェンダ 21 計画の啓発行事と合わせて行われ

ることと、活動報告集の参加締め切りが 11月 3

0日、原稿締切りが 12 月 26 日で要項等が次の

資料送付の際に同封されます。 

2） 地球温暖化対策グループからは、埼玉県主

催の「エコライフ DAY チェックシート」のア

ースデイ会場での 20 名を追加、東洋大学での

回収をあわせて 333人、CO2削減量 340,203gの

集計結果が斎藤さんから発表され、県の方へ報

告されました。 

 年間行動予定で計画されているマイクロ発

電等の勉強会を、来年の 3月 16日（日）午後 1

時半から市立博物館視聴覚ホールで開くこと

が決まりました。 

 また、屋上緑化等を研究している東洋大学の

2 人から、今年はサツマイモを栽培してデータ

を取ったが、これからの葉や茎の処理法方につ

いて、資源循環の立場から堆肥化の方法などに

ついて質問があり、ごみ減量の原嶋さんらから

の豊富な助言が提供されました。 

3） まち美化グループからは、10 月 20・21 日

に開かれる「川越まつり」のまち美化対策につ

いて活動予定の説明がありました。今年は、川

越まつりの主会場が路上喫煙禁止地区であり、

10 月からは罰則規定も適用されることになっ

た事情から、PR と啓発に市民として積極的参

加が待たれています。市の広報でも当日午後 5

時からの市民ボランティア参加を呼びかけて

いますが、まち美化グループとしても、市内高

校生らに参加を呼びかけたり、かわごえ環境ネ

ット会員を中心に効果的な対策を取る事を確

認しました。 

4） 9月 30日の「アースデイ・イン・川越 200

7」について、参加者から多くの感想が寄せら

れました。また、会場で 3名の人がかわごえ環

境ネットに入会の意思を示してくれました。  

 

（社会環境部会代表：渡辺利衛） 

 
自然環境部会 
 9 月 15 日（土）に「第 17 回・仙波河岸史跡

公園、自然観察会及び保全活動」を開催しまし

た。詳しくは、記事をご覧ください。 

 9月 20日（木）に川越市 3階の河川課にて「（仮

称）かすみ湧水堀・第三期（最終回）多自然護

岸工事打合せ」を河川課より提示された基本設

計案を基にして行いました。工事は来年の 1月

~3月の予定です 

 9 月 26 日（水）に「（仮称）かすみ湧水堀に

於ける霞西中学校の総合学習援助活動」を行い

ました。詳しくは、記事をご覧ください。 

 9月 30日（日）には「アースデイ・イン・川

越 2007」に参加し、自然環境部会活動のパネル

展示と雑木林の樹木（ミニチュア）とかすみ湧

水堀に生息する魚類や貝類の水槽展示を行いま

した。 

 10月 1日（月）に「水辺のグループ打合せ会」

をさわやか会館にて開催し、川越市に提出する

雨水浸透対策推進に関する質問及び要望書と埼

玉県が起案したムサシトミヨ適地調査に関する

協定書（案）について討議を行い、修正案をま

とめました。 

 10月 2日（火）に「仙波河岸史跡公園管理に

関する打合せ会」が仙波会館にて開催され、公

園に近接する仙波町 4丁目及び岸町 1丁目の自

治会の方々、川越市公園整備課、本会自然環境

部会が参加しました。自治会からは、先に川越

市へ提出した要望書をもとにした蚊の発生防止
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処置、防犯上からの見通しを良くした草木類の

管理徹底などの説明や発言がありました。川越

市の場所別植生管理頻度の現状説明のあとに、

自然環境部会からは 3年半に渡る同公園での活

動経過、現地は川越市で残り少ない非常に貴重

な水辺の自然であること、定期的に開催してい

る自然観察と保全活動には毎回、多くの公園近

在の方々も参加されていること、市内大学生徒

が実施した公園周辺地域でのアンケート調査で

も、同地は水辺の自然公園としての認知度が高

い結果が得られていることなどを説明しました。

川越市からは、これらの意見を検討して回答書

をまとめたいとの説明がありました。 

 10月 12日（金）に「10月度・自然環境部会」

が、川越市役所地下修養室で事務局 1名含む総

勢 10名の参加で開催されました。 

●残された平地林の保全グループからは 1.(仮

称)川越市森林公園計画地において 10月 28日に

開催予定の自然観察会への案内と先に実施した

樹木を主体にした植生調査及び川越市による公

有地の現地説明結果の報告がありました。公有

地は予想以上に虫食い状態に分布しているよう

です。2.くぬぎ山自然再生活動情報としては運

営委員会が開かれたとの報告がありました。 

●水辺の自然の保全と再生グループからは、1.

仙波河岸史跡公園・自然観察会及び保全活動報

告 2.同公園の保全活動に関する自治会との話

し合い結果報告、3.かすみ湧水堀、第 3 期多自

然護岸工事の打合せ結果報告、4.同湧水堀にお

ける霞西中の総合学習援助活動報告、5.雨水浸

透対策推進に関する質問及び要望書を川越市に

提出したとの報告などがありました。さらに、3

年前から川越市に要請している郭町浄水場南側

湧水地の公園化については公園整備課が今後、

軟弱地盤に適した工法などの検討を進めて行く

との確証を得たのでしばらく静観する。また、

ムサシトミヨ協定書の修正については、三者会

議で討議する事になった。との報告がありまし

た。最後に事務局から提示されていた「緑の M

Y トラスト」への募集には、自然環境部会から

「笠幡新町、三島神社裏の湧水のある雑木林」

で応募することを決定しました。 

（自然環境部会代表：大辻晃夫） 

（仮称）環境行動計画「かわごえアジェンダ 21」作成委員会 
 第 9回委員会は 9月 27日、第 10回委員会は

10月 15日に、第 11回委員会は 10月 25日に行

われました。 

 第 10回委員会では、川越市で 9月 10日から

10月 9日まで実施したパブリック・コメントの

結果報告があり、10 名の方からいただいた 39

件の内容について、委員会としての考えかたを

検討しました。貴重なご意見をいただきありが

とうございました。 

 第 11回委員会では、9月 30日のアースデイ・

イン・川越等で実施したチェックシートの試行

について集計結果の報告がありました。市民編

には、45名の方々に回答いただきました。荒天

の中ご来場、ご協力いただきありがとうござい

ました。個人が行う行動については、省エネル

ギーやごみ処理、排水処理など、環境をよごさ

ないための行動について、高い評価が多くなっ

ていますが、公共に関わる行動は、まち美化を

除いておおむね低い評価となっていました。チ

ェックシートを定期的に実施することで、個

人・組織の環境活動を促進するとともに、本会

として行うべき活動に結びつけていく必要性を

確認しました。 

 最後に、パブリック・コメントの意見に基づ

き、素案の修正点を確認しました。計画案は、

川越市と協議の上、年内にまとめます。 

 本委員会の審議結果は、かわごえアジェンダ

21Wiki（http://kawagoekankyo.net/wiki/）に掲載

しております。ぜひご覧ください。 

（アジェンダ作成委員長：小瀬博之）
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第 6回かわごえ環境フォーラム実行委員会 
 第 3回会議が 10月 15日に開催され、環境活

動報告集への投稿・発表者募集案内について検

討しました。10 月末に発送する郵送資料にて、

案内を送付することになりました。 

 投稿・発表申込の期限は 11月 30日（金）、レ

ポートの投稿期限は 12月 21日（金）となりま

す。なお、環境活動報告会（2月 24日日曜日午

前にやまぶき会館にて開催）の発表は、会場の

関係で最大 16件となりますが、レポート投稿は

いくつでも受け付けますので、どしどしご応募

ください。 

（小瀬博之）

 

おしらせ

「第 6回かわごえ環境フォーラム」投稿・発表者募集（申込期限 11月 30日）
 恒例となった「第 6回かわごえ環境フォーラ

ム」（2008年 2月 24日日曜日開催）に合わせて

発行する『かわごえ環境活動報告集』の投稿、

及びフォーラム当日の午前に行われる環境活動

報告会における発表者の募集を行っています。

この 1年間の環境活動に関する成果を報告する

ことで、個々の活動をみんなで理解して、協働

による環境活動をさらに活発するのが目的です。 

 11月 30日（金）が投稿・発表者の申込期限、

12 月 21 日（金）がレポート投稿期限となりま

す。詳しくは、ちらし、または、かわごえ環境

フォーラムホームページ（http://forum.kawagoek

ankyo.net/）をご覧ください。 

 
「里山保全と吾野宿エコツアー」を 12月 2日（日）に開催
 企画委員会では、里山でどのようにして枝が

伐採され、保全されるのかを体験し、また、か

つて正丸峠を越える商人たちの宿場町であった

吾野宿を散策するツアーを 12 月 2 日（日）9:0

0-16:00に実施します。武州ガス(株)の協力を得

て、午前に、吾野宿の町並みと住宅を見学し、

午後に枝打体験、雨の場合は飯能市の史跡、長

屋門の大河原邸の見学、川越の霞湧水堀の観察

としました。11 月 1 日より先着 30 名で、本会

事務局（電話・ファクス可）にて申込受付を行

っています。なかなかできない貴重な体験がで

きますので、ぜひご参加ください。なお、現地

まではバスをチャーターします。昼食はご持参

ください。雨天実施、荒天なら中止とします。

あらかじめご了承ください。 

 
11月 9日まで川越スカラ座で『不都合な真実』を上映しています
 特定非営利活動法人プレイグラウンドが運営

する川越市役所近くの川越スカラ座（川越市元

町 1-1-1）において、11月 9日（金）（火曜日定

休・上映時間は 12:30-と 16:30-，土曜日のみ 19:

00-）まで『不都合な真実』が上映されています。

この映画は、今年のノーベル平和賞を受賞した、

アメリカ合衆国前副大統領のアル・ゴア氏の講

演をまとめたもので、地球温暖化の現状と将来

を知り、一人ひとりがその対策に取り組むため

に重要な内容を含んでいます。そこで、本会で

もこの上映を後援し参加を呼びかけます。詳し

くは、川越スカラ座ホームページ（http://k-scal

aza.com/）をご覧ください。 

 
11月の理事会・専門委員会及びイベントの開催予定 
 ●会員全員が対象、◆の理事会・委員会は、特に記載がない限り委員が対象、★は会員内外を対
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象にした公開イベントです。イベントの詳細は個別の記事を参照ください。 

 

★［後援］『不都合な真実』放映 

日時：11月 9日（金）まで 

（火曜日定休、上映時間は12:30-と16:30-，

土曜日のみ 19:00-） 

場所：川越スカラ座（川越市元町 1-1-1） 

料金：一般 1,500円，学生・シニア（60歳

以上）1,000円，小中学生以下 800円 

●自然環境部会（2007年 11月度） 

日時：11月 9日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所地階修養室 

（川越市元町 1-3-1） 

 原則として毎月第 2金曜日 15:00-17:00に定例

会を開催しています。次々回は12月14日です。 

◆（仮称）環境行動計画「かわごえアジェンダ

21」作成委員会（第 12回） 

日時：11月 12日（月）9:30-11:30 

場所：川越市役所 7C会議室 

●社会環境部会（2007年 11月度） 

日時：11月 14日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所東庁舎 1階相談室 C 

 原則として毎月第 2水曜日 15:00-17:00に定例

会を開催しています。次々回は12月12日です。 

★［後援・出展］北公民館かんきょう祭り 

日時：11月 17日（土）9:00-16:00 

場所：北公民館（川越市氷川町 107） 

◆広報委員会（2007年 11月度） 

日時：11月 19日（月）11:00-12:00 

場所：川越市役所 5階 

   エレベータ前フリースペース 

◆（仮称）環境行動計画「かわごえアジェンダ

21」作成委員会（第 13回） 

日時：11月 26日（月）9:00-11:00 

場所：川越市役所 7G会議室 

◆理事会（第 85回） 

日時：11月 27日（木）18:00-20:00 

場所：川越市役所地階修養室 

★里山保全と吾野宿エコツアー 

日時：12月 2日（日）9:00-16:00 

（雨天実施、荒天中止） 

集合：9:00川越駅西口旧テニスコート前 

行先：吾野宿及び飯能市の武州ガス(株)所

有地 

参加費：1,000円（交通費及び保険代） 

持ち物：弁当、飲み物、軍手、防止、タオ

ル 

申込：11月 1日より本会事務局 

（電話・ファクス可） 

 

 
会員・関係団体の主催行事・募集等 
●(財)埼玉県生態系保護協会 

 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

持ち物：飲み物・雨具・筆記具等、 

できれば野鳥図鑑・双眼鏡も 

◆11月 11日（日） 

先月から始まったカモの渡りは、大方の種

類が到着しました。何種、何羽いるか数え

てみましょう。夏の小鳥たちは、木の葉に

隠れて見難いのですが、さえぎるものの無

い沼でカモを観察するのは、誰にでも見ら

れ、バードウオッチングを始めるのによい

季節です。 

◆12月 9日（日） 

昨年は珍しいカワアイサが観察されました。

モズ、ジョウビタキ、ツグミ、アオジなど、

川越では冬だけしか見られない鳥を探しま

す。 

以上の問い合わせ先：笠原啓一 
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Tel.049-222-0957 

●特定非営利活動法人 

 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

☞森林公園自然観察会 

時間：10:20集合、10:30-15:00 

場所：国営武蔵丘陵森林公園 南口集合 

参加費：200円、他に入園料が必要 

◆11 月 11 日（日）・19 日（月） 

11月は、紅葉が美しい季節なので、カエデ

類の紅葉を太田先生の解説で楽しみます。

また、木の実（ドングリ、アオハダ等）や

野鳥も観察します。 

◆12 月 9 日（日）・18 日（火） 

12月は冬鳥やカモ類の観察をします。また、

冬越の昆虫やカマキリの卵のうを探しまし

ょう。 

以上の問い合わせ先：谷津弘子 

Tel./Fax.049-224-9118 

●クリーン川越めざす会 

☞市の条例施行に合わせて「やめましょ

う！歩きタバコ・ポイ捨て・放置自転車」

のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1 火曜日・第 2 木曜日・第 4 土曜日

の 13:30-15:00 

◆11月 6日（火）・8日（木）・24日（土） 

◆12月 4日（火）・6日(木)・22日（土） 

場所：川越駅東口アトレ横歩道橋下集合。

市役所等まで活動。 

2. 第 3日曜日・9:30-11:00 

◆11月 18日（日）・12月 16日（日） 

場所：本川越駅交番横集合。数コースに分

かれて中央公民館までまち美化活動。 

3. 歳末の川越市中心部のまち美化活動 

◆12月 23日（祝） 

 9:30本川越駅前交番横集合。数方向に分

かれて約 2時間にわたって、まち美化啓発

とポイ捨てごみ拾い。 

以上の問い合わせ先：武田侃蔵 

Tel.049-222-0786 

●つるがしま環境ネットワーク 

☞第 5回環境シンポジウム 

日時：11月 4日（日）13:30-16:00 

場所：鶴ヶ島市役所 1階ロビー 

内容：13:30-基調講演「市民参加による循

環型まちづくり」講師：毛塚宏氏（NPO法

人グリーンオフィス狭山代表理事，NPO法

人さやま環境市民ネットワーク副代表理

事）、14:30-パネルディスカッション「樹林

地・農地を活かした循環型の街を創るには」 

以上の問い合わせ先：鶴ヶ島市役所 

生活環境課環境保全担当 

Tel.049-271-1111（内線 216） 

 

 

広報委員会からのおしらせ 
●川越ケーブルテレビ「われら環境ネット」 

 11月の放映は、省エネを啓発している東京電

力㈱川越支社の活動を予定しています。11月 1

7日（土）から 23日（金）までの「KOEDOち

ゃんねる」で 1 日 5 回（7:40, 11:40, 16:40, 18:

10, 22:10）放映です。 

●会員及び関連団体等の活動報告の投稿や行

事・募集に関する情報を随時募集 

本会会員の活動報告を 400字程度で、写真も掲

載可能です。また、本会会員や関連団体等が主

催する公開イベントや募集に関する情報を随時

受付。12 月号（No.014，11月 26日ごろ発行予

定）の掲載原稿締切は、11月 15日（木）事務

局必着となります。 

 

●かわごえ環境ネットホームページのご案内 

 かわごえ環境ネットの最新情報から過去の情

報まで、さまざまな情報がかわごえ環境ネット

ホームページ（http://kawagoekankyo.net/）に蓄

積されています。ぜひご活用ください。「月刊 

かわごえ環境ネット」もカラーで入手できます。 

 RSS配信とケータイ用ページも用意していま
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す。詳しくはホームページをご覧ください。 

［RSS］ http://kawagoekankyo.net/index.rdf 

［ケータイ用］http://i.kawagoekankyo.net/ 

 
 
 

広報委員長のコラム・編集後記 
●市の観光案内図の充実を！ 

 東京の多磨方面のまちづくりや環境問題を研

究しているグループ「たまじん」の川越訪問を

引き受け案内しました。川越の歴史の重みを実

感して貰えるコースはどこかと考え、巻頭に載

せたコースを歩きました。 

 武蔵野台地の端で、6,000年前には前が海であ

った地勢学を実感できるのが「小仙波貝塚」で

す。喜多院の前の道が次第に下ります。小仙波

貝塚の横に立つと、武蔵野台地の端であること

が実感されます。目の前は平らな水田は、昔は

古東京湾であったろうとわかりました。 

 和同開珎が出土した近くにある「三変稲荷」

が、関東有数の古墳であることが忘れられてい

るようです。墳墓の上のムクの大木も霊気溢れ

る趣があります。近くの「龍池弁財天」では、

きれいな水が湧いています。 

 この由緒ある 3か所が、市の発行している観

光案内地図（小江戸川越見る遊ぶ）のどこにも

載っていません。 

 「鵜頭坂」も、新河岸から荷揚げされた荷車

が、川越に入る難所であったろうと実感されま

す。自転車でも時に押していかねば坂を登れま

せん。まして重い荷を積んだ馬車などは大変で

あったろうと思われます。この鵜頭坂もちょう

ど川越の案内図からはみ出て載っていません。

蔵のまちを繁栄に導く入口の名で、千年前の古

文書にも載っている由緒ある名前です。市内を

案内して、これらの貴重な歴史的スポットも市

の案内図に掲載すべきであることを実感しまし

た。 

（武田侃蔵） 

 

●50年経っても樹齢は増えない？ 

 松江町の出世稲荷の大銀杏は、1958（昭和 33

年）に市の文化財に指定され、樹齢 600余年と

公式に推定されています。今、樹の前に立って

いる 1989（平成元）年と記された教育委員会の

解説の掲示板にも「600 余年」と書かれていま

す。文化財の指定を受けてからも既に 30年。今

は 2007（平成 19）年。樹齢 650余年と書き直し

ても良いのではないでしょうか。10年ごとに樹

齢を加算して長寿のお祝いをするのも楽しい企

画だと思われます。（武田侃蔵） 

 

●発行及びホームページ更新の遅れのおわび 

 このところ、環境問題での会議等が重なり、

月刊ネットの編集等に時間がとれず、１１月号

の発行が遅れたことをお詫びします。広報体制

の見直しをすすめます。（K.H） 
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